
産婦と 助産師の面談によ るパース レ ビューの効果

-Effects of b i rth rev i ew， mothers and m i dw i fes meet i ng-

西 4 階病棟 吉沢奈緒子 藤井恵美子 斉藤昭子 上保陽子

パース レ ビューか ら産婦の出産時のわだかま り をー読み取る こ と ができた。 これらの産a融D思いを

助産師が把握 し、 日 々意識 して産婦と関わる こ と は、 今後の助産ケアの充実につながる と考える。

また、 助産師と の面談によ り 、 産婦は辛かった出産体験を肯定的に捉えなおす機会を得て、 それが

育児へのプラスの動機付けと い う意昧で産婦にと って有効である こ と が示唆された。

また、 助産師も産婦と の面談によ り 、 自分のケアを振 り 返る こ とができるなどのプラスの効果を

実感 していた。 しか し、 一方で、 産婦の否定的陵情への助産師の戸惑いなども あ り 、 今後検討 して

い く 必要がある。

キーワー ド : パース レ ビュー、 面談、 育児

I . は じめに

当院産科病棟における特徴は、 他科及び NICU との協力体制によ り 、 母児共に重症例の管理が可能

な点にある。 そのため、 重症な症例ほど出産に伴う妊産婦への精神的なス ト レスも多 く 、 心理的ケ

アの充実が求め られる。 出産時の体験はその後の母親役割行動に深く 関連 し、 母親が出産体験を肯

定的に捉える こ とが、 その後の母親行動をスムーズに移行する助けにな る と の報告がある。 そのた

めの支援の 1 つに、 産後出産時の状況を思い起こ して振 り 返るパース レ ビューがある。 さ らに、 助

産師が産婦と 共に出産時を振 り 返る こ と は、 出産体験を肯定的に受け入れ、 肯定的な自 己概念を促

す と 言われている。 当科でも数年前から用紙への記載方式のパース レビューを実施 してきたが、 有

効活用ができていなかった。 そ こ で、 今年は重症例に対 して、 産婦の心理的なケアの充実を図 る 目

的で、 産後早期に助産師と 出産体験を振 り 返る面談を導入 した。 本研究は、 パース レ ビューの紙面

か ら読み取れる産婦の思いと 、 面談によ る産婦及び助産師への効果を明 らかにする こ と を 目 的と し

た。

ll . 方法

1 . これまで使用 していたパース レ ビュー用紙を修正 (平成 22 年 7 月 ) 。
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2 . 平成 22 年 8 月 ~出産後の全産婦に対 して新たなパース レ ビュー用紙配布開始。

3 . 平成 22 年 8 月 ~分娩担当助産師との面談を導入。

1 ) 面談対象 : 早期産、 緊急帝王切開、 遷延分娩な ど正常か ら逸脱 した症例。

2 ) 面談時期 : 産婦の体調に合わせて、 産後 2.....4 日 目頃を目安に実施。

4 . 平成 22 年 9 月 に助産師へのア ンケー ト実施。

5 . 平成 22 年 10 月 ...... 1 2 月 面談実施産婦へのア ンケー ト調査を実施。

6 . パース レ ビュ→氏面か ら読み取れる産婦の思いと 、 産婦及び助産師へのア ンケー ト内容を分類

し質的に分析、 考察 した。

E 倫理的配慮

産婦及び助産師へのア ンケー ト調査に関 しては書面で研究趣旨を述べ、 アンケー ト は無記名であ

り 個人は特定されないこ と 、 研究への協力は自由であ り 研究協力の有無によ って不利益が生 じない

こ と を説明 した。 データ は研究以外には使用 しないこ と を説明文に記載 した。 産婦の面談は個室ま

たは面談室を使用 して行った。 また、 本研究は看護研究倫理委員会の承認を得て実施 した。

IV. 結果

1 際 平成 22 年 8 月 ......1 2 月 の分娩件数及び研究対象者数

分娩件数は 332 件。 パース レ ビュー回収数は 271 名。 このう ち面談実施者数は 78 名 、 面談実施者

へのア ンケー ト配布数は 1 9 名 、 回収数 7 名であった。

2 . パース レ ビュー用紙記入内容か ら見える分娩時における産婦のわだかま り

今回作成 したパース レ ビュー用紙の肉容には、 分娩時の体験の感想、の他に、 分娩時のわだかま り の

有無と その内容をあえて問 う よ う に構成 した。 それは、 わだかま り があるのであれば、 それを産婦

が自 ら言葉に表出 し、 助産師に聴いて も ら う と いう場を設け、 わだかま り の意識転換や斡戒につな

げる こ と を期待 しての こ と である。 その結果、 産婦のわだかま り に関する記載内容は次の項目 に大

き く 分類する こ と ができた。

1 ) 産婦自身の行動について

「呼吸j去な ど し っか り 練習 しておけば、 スムーズに陣痛を乗 り 越え られたかも』、 「せっか く 優 し

く ジュースやおにぎり を食べたほ う がいいですよ と言われでも、痛く て食べられなか った こ と 」 、 「血

圧が高めで児の発育も悪 く 、 自分の体調管理に問題がなかったか気になる」 など自分の体調管理や

分娩時の行動を振 り 返っての言葉が見受けられた。
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2 ) パースプラ ンとのずれ

『夫がお産に間に合わなかった こ と J、 『カ ンガルーケアできなかった こ と」 、 「胎盤を見たかったJ、

『児が小児科入院と な り 、 す ぐに母児同室できす残念だった』 な ど、 産婦が思し呼苗いていた理想と

のずれに関する内容であった。

3 )  緊急帝王切開への移行

「経陸分娩希望だったため、 最後の最後で帝王切開に切 り 替わって しまい残念だった』 な ど、 胎

児ジス ト レスや分娩停止などによる緊急での帝王切開への切 り 替わ り に対 しての内容であった。

4 ) 医師及び助産師か らの説明不足

『カ ンガ川fケアをするかと思っていたが、 しなかった。 なぜ しないのか説明 してほ しかった』、 『急

な帝王切開になったのはびっ く り だったか ら 、 破水 してか ら何時間 と い う説明は最初に してほ しか

っ たJ 、 『 今自分がおかれている状態がわか ら ないのが辛かったので、 お産の進み具合やどんな感

じになると進んできている と判断されるのかを教えても ら いたかった』 など、 説明不足を感 じた内

容であった。

5 ) 助産師及びその他医療者の関わ り について

「陣痛がひ ど く な っ た と き 、 夫がいな く て一人で耐えるのがすごく 辛かったので、 そんな時は助

産師さんが少 しいて く れればいいのにと思ったJ、 「少 しでも処置に痛みを感 じるなら、 先に教えて

ほ しかったJ、 『一回 目の電話で 10 分間隔だったので、 す ぐに受け入れてほ しかった』 な ど、 助産師

や医師の対応に関する内容であった。

6 ) 環境について

『陣痛室に何人も いるので、 眠れない し、 申 し訳ない気持ちになるので、 長時間過ごすと こ ろな

ので快適さがほ しい」 と いった、 環境に関する肉容であった。

7 ) 児に対 して申 し訳ないと思う気持ち

「最後は痛すぎて呼吸法を う ま く 行えず、 赤ちゃんに苦 しい思いをさせて しま った』 、 「羊水感染

症にな り 、 生まれたばか り の子に採血な ど苦 しい思いを させて しまっている こ とが申 し訳な く 感 じ

た』 など、 児への負担を心配する気持ちに関する内容であった。

このよ う に、 産婦が感 じ る分娩時に残すわだかま り には様々な要因がある こ とがわかった。

2 面談導入によ る産婦への効果

ア ンケー ト調査は、 パース レ ビューの面談を実施した産婦に実施 した。 実施期聞は 2010 年 1 1 月

..... 1 2 月 。 19 名配布中有効回答は 7 名。

1 ) 分娩担当助産師と の面談を実施 しての産婦の感想
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面談を実施 して 7 名 中 7 名が良かったと回答 した。 その理由 と しては、 「お産当 日 の こ と を色々話

ができた」 、 「口に出 して話せる こ と で自分の気持ちが整理できた』、 「面談を しなかった らただ痛い

だけが頭に残 り 良いお産と は，思えなかった』、 など “自分の言葉でお産を語る機会が持てた"、 “聴い

て も ら えた"、 “お産を前向きに捉え られた" と いった内容が読み取れた。

2 ) 面談実施後、 今回の出産体験の受けと め方への変化の有無

5 名 は、 前向 きな気持ちに変化 したと 回答し、 残 り の 2 名 は変化な し と 回答 した。

前向きな気持ちに変化 した理由 と しては、 「も う絶対嫌だと思っていたが、 話を してみて少 し前向

きになれたJJも う 少 し頑張れたのかもな ど悔やまれる点もあったが、面談時よ く 頑張 り ま したね、

と声をかけて も ら ったので、 気持ちに区切 り がついたJ、 「振 り 返ってみる と 、 痛みに耐えるのに精

一杯で、 その時の こ と を思い出すのが辛い部分も あるが、 お産に関わって く れた助産師さんは、 そ

れを全てわかっていて く れているので、 自信を も っていいんだと思えるよ う になったム 『お産の と

き、 初めての こ と で 自分が し っ か り できていたかがわか ら なかったけれど、 呼吸法も し っか り でき

ていた と言っ ても ら えて安心 した」 な ど、 “自信"、 "安心感"、 “気持ちの整理" を産婦は感 じたこ と

でお産を前向 きに捉える こ と につながっていた こ とが読み取れる。

一方、 気持ちの変化はなかったと回答 した理由と しては、 も と も と 自分で前向きに考えていたの

で、 あま り 変化は無かったと述べていた。

3 ) 分娩担当助産師と の面談の必要性について

必要と 回答 したのは 6 名、 残 り 1 名 は必要と しないと回答 した。

必要と回答 した理由 と しては、 『も う あんな痛み嫌だな と思っていたが、助産師さんと話 していて、

赤ちゃんが生まれてきた喜びのほ う が大き く なった」、 「産んでそのままと い う のは と て も切ないと

思 う ので、 と ても重要だと思うj、 「出産か ら育児へ気持ち を切 り 替え、 新 し い生活への第一歩を踏

み出さ ないと いけない時期なので、 そ こで立ち止ま ら な く て も いいよ う な援助になる と 思 う 」 、 「振

り 返 り で面談を しなかった ら、 こんなに前向 きな気持ちにはなれなかった」、 『助産師さんと 自分の

気持ち を共有 して も ら う こ と で、 感動や大変だっ た こ と を落ち着いた状態で再認識で き るか ら 」 、

「色々話す こ と ができるので」 と 記述 し、 “児の誕生の喜びの増大"、 “育児への気持ちの切 り 替えの

助けと なる"、 “前向きな気持ちになる"、 “感動や苦労を共有 し、 再確認できる" な どが理由 と して

読み取れる。

面談を必要と しないと 回答 した理由は、 無記入であ り 、 今囲内容は不明であ った。

4 ) 面談後、 育児に対する気持ちゃ意欲の変化について

1 名 は 「な し』、 6 名 は 『あ り J と 回答。 「ありj と 回答 した産婦は具体的には、 “お産も育児もみ
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んな同 じよ う に大変なので、 自分だけがとか考えないよ う にと思った"、 “自信を持っていいんだと

自分で思えるよ う になった"、 “元気に生まれてきた子と、 それを取 り 巻 く 家族と楽 し く 生活 してい

こ う と思 う よ う になったヘ “母乳をあげるのが少 し辛いのですが、 ゆ っ く り やっていけば、 気長に

やっていけばいいと思えるよ う にな った。 お産をあんなに 2 人で頑張ったのだか ら 、 これか ら も頑

張れる と 思えるよ う になったぺ “赤ち ゃんは一人ひと り違っていいのだなと改めて思った。 赤ち ゃ

んのベースにあわせて、 ゆ っ く り 育児に取 り組みたいと思 う " と記述 し、 面談後、 育児への前向き

な気持ちの変化がう かがわれている。

3 . 面談導入によ る助産師への効果

ア ンケー ト調査は、 当手割高椋で分娩介助に携わっている助産師に実施 し、 1 8 名 に配布 し 1 5 名か

ら回答が得られた。 その肉分けは助産師紐験年数 1 年目 4 名 、 2 年目 2 名、 3 年目 3 名 、 4 年目 2 名、

5 年目 以上 4 名であった。 以下にア ンケー ト結果についてまと めた。

1 ) 面談時の配慮

面談に際 して、 助産師は次の こ と を配慮 して関わっていた。 場所や時間帯の選択などといった 「環

境j、 産婦が自分から話す言葉を大切にするなど 『受容的な{棚恵、 産婦の言葉を引 き出す、 否定 しな

い姿勢」 、 分娩時の産婦や家族の頑張 り をほめる と いった 「労いの言葉がけJ な どを配慮 していた。

2 ) 面談を導入 しての助産師の感想及び気付き

面談を実施 して助産師が感 じた内容と して次の項目が抽出された。

プラス面 (良かった点) と しては、 次の 4 項目が抽出 された。 「パース レ ビュー用紙に書いていな

い内容も聴ける、 産婦の率直な意見が閣けるj など “産婦の率直な言葉、 微妙な心の肉を聴き取る

こ と がで きる" 0 r面談をする こ と で、 自分の産婦への関わ り がど う であったか考え る機会にな り 、

看護の質の向上につながるのではないか と 思 う J など “自分のケアの振 り 返 り "0 r産婦か ら良い言

葉をかけて も ら い、 逆に自分が励ま され、 感動 した』 な ど “前向きな気持ちになった"0 rパース レ

ビュー用紙記入内容にマイナスの こ とが書かれていたが、 面談中に産婦から前向きな言葉が聞かれ

て うれ しかった」 など “産婦の前向きな気持ちの変化を実感できたに 今回のア ンケー トからはこの

よ う な言葉が助産師か ら聞かれた。

マイナス面 (困難、 大変と思った点) と しては、 次の 3 項目が抽出 された。 「勤務の都合上面談が

時間外になる こ と が多い」 な ど “面談時間の工面"、 『パース レ ビュー用紙に後ろ向きの内容が書か

れている と きの対応lこ戸惑 う j な ど “産婦の言葉への対応への難 し さ "。 助産師はパ ース レビューの

面談を実施するにあた り 、 このよ う な難 し さ を感 じている こ と がわかった。
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v . 考察

パース レ ビュー用紙には産婦の率直な意見や感想が記載されていた。 その中で、 分娩時のわだか

ま り に関 しで も様々な要因がある こ と を改めて読み取る こ とができた。今回明 らかにな った要因を、

助産師が把握 し、 日 々の助産業務の中で意識 して産婦と 関わる こ と で、 今後の助産ケアを充実させ

て い く ために有効な手がか り と なる と考える。

また、 産婦は分娩担当助産師との面談を必要と している こ とがわかった。 面談を実施 して、 産婦

か ら は肯定的な言葉が多 く 表出 され、 育児への意欲、 スムーズな移行の助けと なる こ とが う かがわ

れた。 和田 ら は、 期待遇 り にお産が進まなかったと しても、 あるいは難産だったと しても、 産婦自

身がその体験に意味を見出す こ とができれば、 肯定的感情を持ってお産を受けとめ、 このよ う な母

親は育児にも容易に適応できる 1 ) 、 と述べている。 産後欝や虐待な どが問題視される今 回 、 ゆ っ く

り 産婦の声に耳を傾ける面談を取 り 入れたパース レ ビューは、 それ ら を予防する有効なケア と な り

う る と考える。

出産のプロセスを振 り 返る こ と はいずれの母親に対 しても、 積極的な自 己概念の保持ない し回復

を助け、 母親と しての能力 を遂行する能力 を助ける と言われている 2) が、 今回、 面談を導入 して、

面談後の産婦の前向きなきもちの変化を読み取る こ とができ、 パース レ ビューによる肯定的な自 己

概念の再構築及び育児への効果を感 じ る こ と ができた。

助産師は、 パース レビューの面談によ り 、 自分のケアを振 り 返 り 、 産婦の言葉を受け、 助産ケア

への意欲の向上を見出 してお り 、 助産師に と っても有効である。 しか し一方で、 日 々の忙 しい業務

の中で、 ゆ っ く り 面談の時聞を工面する こ と の難 し さ と労力、 産婦の否定的感情への対応への戸惑

う 難 し さ も混在 し、 助産師の心理的な葛藤にも今後目 を向けてい く 必要↑生がある。

最後に今後の課題と して、 当科における対象の特徴を考慮 し、 NICU 入院児の母親や死産、 新生児

死亡な ど糊朱な出産を体験 した症例などに対 しても、今後パース レ ピ‘ュ一方法の模索、検討を進め、

産後の精神的なケアの更なる充実を図ってい く 必要性がある と 感 じた。

百. 結論

1 . 産婦は出産時、 様々なわだかま り を抱えている。

2 面談は、 産婦が出産を肯定的に捉えなお し、 母親役割行動を遂行する助けと なる。

3 . 助産師は、 面談によ り 産婦の反応を間近に受け、 前向きなf心理になる。 一方で、 産婦の否定的

劇・青への戸惑い、 時間の工面な どの課題も ある。
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